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DXを成功へと導く

第弐巻

～DXの要素～

第弐巻
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ＤＸに不可欠な要素
～ データ活用？運用コスト! 意外と大変なセンシングの課題 ～

第弐巻
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今回のテーマはセンシング！！
センシングとは機械の稼働データなどを可視化する仕組み
のことじゃ。
製造業のDXを推進する上では欠かすことのできない仕組み
である。
今回はセンシングをどのように進めて行けばスムーズに導入
できるか説明していくぞ。

センシングって何？

クオリカ共同ウェビナ資料より

集める 送る
貯める
合わせる 見る・活用する

IoT
プラットフォーム

ＤＸを推進するための要素

今回のポイント！
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DXを進めるうえでの最初の関所

集める 送る

センシングにおける課題

① 目的に合わせたセンサーがわからない

② 通信の専門スキルがない

③ 費用面がイメージしにくい

④ まずは可能か不可能かだけでも
知りたい

ＤＸを推進するためのセンシング要素

解決案
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センシングにおける課題解決例

要は “ありもの” でまずは始めてPoC（概念実証）を行う。

センサー群、PLC群 Local通信 Gateway製品 BI製品

Local

システムは短期間に立ち上げられること。一から作らない。

スペシャリストの支援を得る。(端末、通信、サーバ、センサー等)

◆課題解決の近道
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ではそれを実現する近道は？

◆それぞれの分野のエキスパートと繋がる！

ただし、バラバラに組むのではなく「ワンストップ」で提供してもらう。

1. PHYSICAL→CYBER領域に多数ベンダが存在
2. 運営の煩雑化・オペレーションコストの重複
3. ビジネスモデルが、ベンダーとの契約に依存
4. 外部連携や専用機能の開発面での提案障壁が高い

1. End to End 1製品(ワンストップにてサービス提供)
2. 運営・オペレーションコストのスリム化
3. ビジネスモデルの共創が可能
4. Sierの会社が開発面も含めてトータル提案

ワンストップ提供

Ｃ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
領
域

Ｐ
Ｈ
Ｙ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
領
域

データ解析

アプリケーション
可視化ツール

クラウドサービス
M2Mプラットフォーム

コネクティビティ

エッジ、G/W
フィールドデバイス

提供サービス パートナー

N社
C社

C社
Y社

N社

N社

C社
W社



© 2021 QUALICA Inc. 7

センシング 何を使って何を見るか、見えるか？

 動的機器の不具合は振動の変化・増大となって現れることが多い

 設備の状態を表す上で特に有用な物理量

 振動データを分析することで異常検知や異常種類の特定を行う

例えば

『振動センサー』

引用：https://www.imv.co.jp/products/vibrograph/pickup/mems/index.php
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BIツール 何を使って何を見るか、見えるか？

例えば

『IoTプラットフォーム』
①ノンプログラミングで各種設定が可能より早く、
短期間でIoT化を実現

②分析をユーザ自身でいつでも簡単に作成可能
意思決定にかかっていた時間を大幅短縮

③コストパフォーマンスに優れたラインナップ
スモールスタートから本格展開まで柔軟に対応

④外部連携の仕組みを豊富に実装。
システム連携による業務効率化・改善に貢献



© 2021 QUALICA Inc. 9

ＤＸを成功させるための体制の秘訣

・今時自社で解決は合理的ではない

・１社で様々なアライアンスパートナ
と組める形を選ぶことが重要

秘訣3 餅は餅屋！PoCの時からスキル
を持つ企業を頼るべし！！

クオリカ共同ウェビナ資料より

キーワードは：

『ワンストップ』
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